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山
村
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容

(一)

』

|

l和
歌
山
県
日
高
郡
龍
神
村
下
柳
瀬
地
区
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
設
立
ー
ー

泉

琉

序

(1) 

戦
後
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
概
要

昭
和
二

O
年
十
月
、
宗
教
団
体
法
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
戦
時
中
、
統
合
的
監
督
的
束
縛
を
加
え
ら
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
各
派
は
、

斉
に
組
織
の
再
編
に
着
手
す
る
と
共
に
、
日
本
各
地
で
大
規
模
な
布
教
を
開
始
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
側
で
は
同
年
十
一
月
に
全
国
臨
時

教
区
長
会
議
を
開
催
し
、
従
来
の
教
団
組
織
を
解
消
し
て
新
た
に
天
主
公
教
区
連
盟
を
設
け
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
二
年
五
月
に
、
全
国
教

区
長
会
議
お
よ
び
教
区
連
盟
理
事
会
が
聞
か
れ
て
、
今
後
の
事
業
計
画
や
活
動
方
針
を
示
す
と
共
に
、

れ
、
大
々
的
な
布
教
活
動
が
行
な
わ
れ
始
め
た
。
〉

「
教
区
長
共
同
教
書
」
が
発
表
さ

そ
の
結
果
登
録
信
者
は
、
昭
和
一
五
年
の
一
一
九
、
三
二
四
人
か
ら
一
二
年
に
は
一

O
八
、
三
二
四
人
に
減
少
し
た
が
、
二
五
年
一
四

三
、
四
六
一
人
、
三

O
年
二
一
二
、
三
一
八
人
、
四
三
年
に
は
三
四
回
、
三
四
三
人
に
な
っ
て
、
戦
前
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
比
率
で
増
加
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し
て
い
る
(
明
治
二

O
年
か
ら
昭
和
一
五
年
ま
で
の
五
三
年
間
で
信
者
数
が
三
・
三
倍
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
は
昭
和
二
一
年
か
ら



1U2 

四
三
年
ま
で
の
こ
二
年
間
で
三
・
二
倍
に
な
っ
一
回
一
。

次
に
、
教
会
の
数
を
昭
和
田
四
年
現
在
で
そ
の
設
立

年
代
に
よ
り
分
類
す
る
と
、

る
。
乙
れ
に
よ
る
と
、
戦
後
の
飛
躍
的
増
加
と
、
戦

表
ー
の
ご
と
く
一
に
な

前
戦
後
を
通
じ
て
の
都
市
部
へ
の
教
会
集
中
が
明
ら

か
で
あ
る
が
、
同
時
に
町
村
部
で
の
教
会
が
戦
後
急

増
し
た
と
と
が
目
立
っ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
に
関

し
て
古
い
歴
史
を
も
っ
長
崎
司
教
区
以
外
の
戦
前
の

町
村
部
の
教
会
、
巡
回
教
会
(
司
祭
が
常
駐
し
な
い

教
会
)
は
コ
二
に
す
ぎ
な
い
が
、
戦
後
は
こ
れ
が

O
九
と
な
る
。
ま
た
、
巡
回
教
会
は
一
般
に
小
教
区

が
設
立
さ
れ
た
後
に
、

そ
こ
を
基
点
と
し
て
行
な
わ

れ
る
伝
道
活
動
の
結
果
と
し
て
設
立
さ
れ
る
か
ら
、

設
立
年
代
不
明
の
も
の
も
、

そ
の
多
く
は
や
は
り
戦

後
の
設
立
と
考
え
て
よ
く
、
結
局
、
戦
後
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
布
教
活
動
の
特
徴
の
一
つ
は
、
都
市
部

を
は
な
れ
た
と
こ
ろ
で
の
そ
れ
に
あ
る
と
い
え
る
。

カトリック教会の分類(昭和44年度)

設立時
教会 Church 巡回教会 MissionStation メ口'-

司教区
都市|町|村|計 都市| 町 村 言十 計

戦 長崎司教区 181 22 01 40 10 23 l 34 74 

他教区 160 22 11 183 5 5 3 13 196 

前 計 178 44 11 223 15 28 4 47 270 

戦 長崎可教区 16 6 01 22 7 9 O 16 38 

他教区 407 69 31 479 27 36 1 64 543 

後 ilt 423 75 31 501 34 45 1 80 581 

不 長崎司教区 O O O O 4( 1) 19'( 3) O( 0) 23( 4) 23 

他教区 8 2 1 1 31(16) 57(37) 11( 6) 99( 9) 110 

明 計 8 2 1 1 35(17) 76(40) 11( 6) 122(63) 135 

計い091叫 51刈 84 l附

<表1>

〈註)1. ( )内の数字は巡回教会のうち，司祭を派遣する教会が戦後設立された

ものの数

*の合計数は、司祭を派遣する教会の設立年代不明の巡回教会2を含む。2. 



村
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
少
な
い
の
は
、
戦
後
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

旧
村
が
市
や
町
の
一
部
に
吸
収
さ
れ
た
場
合
が
多
い
こ
と
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
他
地
区
か
ら
比
較
的
独
立
し
た
小
宇
宙
を
形
成
し
、

旦
履
い
労
働
な
ど

林
業
、

農
業
、

漁
業
、

に
よ
っ
て
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
人
々
が
圧
倒
的
に
多
い
地
域
を
村
落
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
都
市
部
や
町
に
は
多
く
の
村
落
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
意
味
で
の
村
落
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
都
市
以
外
で
の
カ
ト
ワ
ッ
ク
布
教
の
活
発
化
の
原
因
は
、
終
戦
後
日
本
人
神
父
の
不
足
を
補
う
た
め
、
外
国
か
ら
多
数
の
神

山村におけるキリスト教の受容

父
が
送
ら
れ
て
来
た
(
昭
和
二
三
年
の
日
本
人
神
父
一
六
四
人
、
外
国
人
神
父
三
一
四
人
)
上
に
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
も
外
国

人
神
父
が
日
本
に
ひ
き
あ
げ
て
来
た
い
と
、
さ
ら
に
戦
争
に
よ
り
受
け
た
打
撃
は
都
市
ほ
ど
大
き
く
、
教
会
の
復
興
は
都
市
の
復
興
に
伴

そ
の
都
市
の
復
興
が
思
う
ほ
ど
に
進
ま
な
か
っ
た
乙
と
、
な
ど
か
ら
伝
道
方
針
に
大
転
換
を
き
た
し
、
カ
ト
リ

(

5

)

 

ツ
ク
教
会
が
農
山
村
の
集
団
伝
道
に
熱
を
注
ぎ
始
め
た
乙
と
に
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
昭
和
二
三
年
、
聖
コ
ロ
ン
パ
ン

な
う
も
の
で
あ
る
の
に
、

一
九
七
一
年
四
月
現
在
一
、

一
五
五
名
)
の
神
父
達
が
日
本
に
上
陸
し
、
大
阪
司
教
区
の
和
歌
山
県
下
で
も
布

会
(
一
九
一
一
年
結
成
。

教
を
始
め
る
乙
と
に
な
り
、
教
会
建
設
の
た
め
の
適
当
な
地
域
を
求
め
て
い
た
。

(2) 

村
落
に
お
け
る
集
団
改
宗

と
こ
ろ
で
‘
い
わ
ゆ
る
村
落
に
キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
導
入
さ
れ
る
場
合
、
都
市
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
現
象
が
引
き

(

6

)

 

起
こ
さ
れ
る
が
、
特
に
興
味
深
い
の
は
集
団
改
宗
唱
。
口
七

gロ
4
R巳
S
ま
た
は
集
団
洗
礼

gロ
R
巴

4
0
E
1
2
5
と
呼
ば
れ
る
現
象

で
あ
る
。
集
団
洗
礼
と
は
普
通
、

一
定
の
日
時
・
場
所
に
お
い
て
、
多
数
の
人
々
が
受
洗
す
る
場
合
を
い
う
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は

大
祝
日
を
選
ん
で
洗
礼
を
授
け
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
都
市
の
教
会
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
起
こ
り
得
る
。
だ
が
そ
の
場
合
、
集
団
で
受

103 

洗
す
る
人
々
は
原
則
的
に
同
じ
集
団
に
は
属
し
て
お
ら
ず
、
受
洗
後
初
め
て
同
じ
信
者
集
団
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
あ
る
人
の
受
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洗
の
決
意
は
、
彼
と
同
時
に
受
洗
す
る
人
々
の
決
意
と
何
ら
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
村
落
に
お
け
る
集
団
洗
礼
で

は
、
人
々
は
同
じ
共
同
体
の
中
で
生
活
し
、

そ
の
社
会
関
係
は
様
々
で
、
し
か
も
重
複
し
て
お
り
、
網
の
自
の
ご
と
く
複
雑
で
強
い
。
彼

ら
は
受
洗
後
も
同
じ
社
会
関
係
の
中
に
お
り
、
受
洗
は
そ
の
関
係
を
さ
ら
に
積
み
重
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

乙
の
よ
う
な
扶
態
の
中
で

は
一
人
の
受
洗
の
決
意
が
他
の
人
々
に
彰
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
人
々
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
よ
う
と
す
忍
と
き
、
彼

ら
の
社
会
関
係
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
同
じ
神
父
、
伝
道
師
か
ら
、
長
期
間
、
同
じ
日
時
場
所
で
そ
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
る
。

そ
の
結
果
、
彼
ら
は
受
洗
の
日
時
を
同
じ
く
し
、

い
わ
ゆ
る
集
団
洗
礼
が
起
る
。

こ
こ
に
都
市
に
お
け
る
集
団
洗
礼
と
の
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
村
落
と
い
う
環
境
の
ゆ
え
に
、
受
洗
の
期
日
が
若
干
異
な
る
と
い
う
乙
と
は
よ
く
あ
る
が
、
短
期
間
の
う
ち
に
同
じ
共
同

体
に
属
す
る
多
数
の
人
々
が
集
団
抗
礼
を
受
け
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
集
団
改
宗
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味

に
お
い
て
、
村
落
に
お
け
る
集
団
洗
礼
即
ち
集
団
改
宗
は
す
ぐ
れ
て
社
会
的
現
象
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

集
団
改
宗
と
い
う
現
象
は
、
既
に
一
六
世
紀
の
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
全
盛
時
代
に
見
ら
れ
る
が
、
乙
れ
は
「
封
建
時
代
に
は
住
民
は
そ

の
土
地
の
諸
侯
の
信
仰
に
従
う
の
が
常
で
あ
っ
た
日
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
に
対
し
、
戦
後
日
本
各
地
で
生
じ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の

集
団
改
宗
の
う
ち
、
と
の
小
論
で
取
り
扱
う
和
歌
山
県
旦
両
郡
龍
神
村
下
柳
瀬
地
区
の
事
例
と
、
そ
の
モ
デ
ル
・
ケ
l
ス
と
な
っ
た
京
都

府
何
鹿
郡
佐
賀
村
(
現
在
、
綾
部
市
と
福
知
山
市
と
に
編
入
)

て
い
る
。

そ
れ
は
、

の
事
例
は
、
村
落
に
お
け
る
集
団
改
宗
と
し
て
き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
示
し

一
般
に
教
会
堂
は
伝
道
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
既
に
信
者
の
い
る
地
域
に
建
設
さ
れ
る
の
に
対
し
、
両
地
区
で
は
地
元

の
要
請
に
よ
っ
て
ま
ず
教
会
堂
が
建
設
さ
れ
、

モ
の
後
に
大
規
模
な
集
団
改
宗
が
行
な
わ
れ
た
と
と
に
関
係
す
る
。

佐
賀
村
で
は
昭
和
二
四
年
三
月
一
回
目
、
千
五
百
名
の
村
民
が
小
学
校
で
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
宣
誓
式
を
行
な
い
、
同
一
七
日
の
聖

堂
完
成
後
、
同
年
八
月
一
五
日
ま
で
に
約
千
名
の
受
洗
者
を
出
し
た
O

〉
そ
の
契
因
と
し
て
は
、
葬
式
と
法
事
の
み
の
寺
檀
関
係
、
寺
院
に



対
す
る
不
信
、
新
制
中
学
統
合
問
題
(
新
制
中
学
を
同
地
に
確
保
し
よ
う
と
し
た
)
、
村
民
の
集
団
構
成
と
宗
教
的
性
向
等
の
事
情
の
ほ

ハ

mu

か
、
主
導
者
の
有
力
な
働
き
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
に
、

「
村
人
は
た
だ
盲
目
的
に
一
部
の
指
導
者
に
引
き
ず
ら
れ
た
り
、

村
の
発
展
や
厚
生
と
い
う
現
実
的
利
害
関
係
に
依
つ
て
の
み
走
っ
た
の
で
は
な
く
し
て
、

(

U

)

 

何
物
か
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
推
測
で
き
る
」
。

乙
の
村
の
人
々
が
そ
の
線
の
奥
深
く
宗
教
的
な

間
様
の
こ
と
は
下
柳
瀬
の
事
例
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
下
柳
瀬
地
区
は
典
型
的
な
山
村
で
あ
る
が
、

こ
乙
に
昭
和
二
五
年
三
月
二
九
日

山村におけるキリスト教の受容

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
設
さ
れ
て
以
来
、

昭
和
四
四
年
六
月
に
は
受
洗
者
総
数
八
八

短
期
間
の
う
ち
に
大
規
模
な
集
団
改
宗
が
生
じ
、

一
ニ
、
登
録
者
数
三
回
三
の
う
ち
、
下
柳
瀬
地
区
で
は
受
洗
者
総
数
三
九
一
二
、
信
者
数
一
八
六
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
昭
和
二
七
年
末
ま
で

の
総
受
洗
者
三
三
九
名
の
う
ち
、
二
三
二
名
は
下
柳
瀬
地
区
民
で
あ
っ
た
。

こ
の
数
は
恐
ら
く
当
時
の
地
区
の
人
口
の
半
数
に
あ
た
る
。

こ
の
際
、
佐
賀
村
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
諸
問
題
は
、
山
村
の
特
質
も
相
侯
っ
て
、
下
柳
瀬
に
お
い
て
は
一
一
層

明
確
な
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
佐
賀
村
に
お
い
て
は
「
主
婦
の
中
に
か
つ
て
未
婚
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受
け

(ロ)

た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
」
こ
と
か
ら
、

多
少
と
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
知
識
が
あ
り
、

布
教
の
条
件
も
乙
の
意
味
で
よ
か
っ
た
の
に
対

し
、
下
柳
瀬
で
は
一
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
も
な
く
、

カ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
殆
ん
ど
の
住
民
に
「
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
」
と
い
う
程
度

の
認
識
し
か
な
い
扶
態
で
、
地
区
の
定
例
字
会
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
誘
致
が
提
案
さ
れ
る
と
、

そ
れ
は
満
場
一
致
の
賛
成
を
得
る
こ
と
に

当
ょ
っ
こ
。

中
J

，
ナ
J

そ
れ
ゆ
え
、
山
村
の
諸
問
題
を
数
多
く
抱
い
て
い
る
下
柳
瀬
地
区
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
設
立
に
至
る
経
過
の
分
析
は
、
山
村
の

社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
諸
要
因
を
浮
き
彫
り
に
し
、

か
っ
そ
れ
ら
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
受
容
に
際
し
て
如
何
に
機
能
し
た
か
を
一
不
し
、

105 

山
村
の
人
々
に
と
っ
て
の
集
団
改
宗
の
意
味
の
理
解
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
小
論
で
は
紙
数
の
制
限
も
あ
る
の
で
、
教
会
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設
立
当
初
ま
で
の
経
過
の
社
会
学
的
分
析
を

主
と
し
、

そ
れ
以
後
の
諸
問
題
は
稿
を
改
め

て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

調
査
地
の
概
況

下
柳
瀬
地
区
は
、
広
大
な
龍
神
村
の
中
央

部
を
蛇
行
す
る
日
高
川
の
流
れ
が
、
南
西
か

ら
北
西
に
変
わ
る
地
点
に
散
在
す
る
五
つ
の

部
落
(
日
一
品
川
上
流
か
ら
原
、

日
浦
、

地
、
東
方
、
小
柳
瀬
)
か
ら
な
っ
て
い
る

(図
1
)
。
戸
数
九
五
、

人
口
三
六

和
四
五
年
国
勢
調
査
時
)

の
典
型
的
な
山
村

で
、
四
方
ぞ
山
に
固
ま
れ
、

人
々
は
日
高
川

の
河
岸
段
丘
を
利
用
し
て
生
活
し
て
い
る
。

平
均
耕
地
面
積
は
水
田
六
二
世
帯
一
九
ア

l

ル
、
畑
七
二
世
帯
一
一
ア
ー
ル
で
、
米
の
大

部
分
は
自
家
消
費
に
充
て
ら
れ
、
専
業
農
家 応昭

ま也図〈図1)



は
な
い
。
生
計
の
う
ち
現
金
収
入
は
山
林
労
務
(
山
林
の
企
業
的
経
営
者
は
い
な
い
。
殆
ん
ど
は
地
区
外
の
地
主
の
山
林
、
国
有
林
で
の

伐
採
、
運
撮
、
下
刈
、
植
林
な
ど
の
仕
事
。
山
林
所
有
者
四
二
戸
の
平
均
は
一

0
0
ア
ー
ル
で
、

し
か
も
一
部
の
所
有
者
を
除
け
ば
は
る

か
に
小
面
積
と
な
る
。
)
や
旦
履
い
の
土
木
人
夫
の
仕
事
に
頼
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
仕
事
(
山
労
と
い
う
)
に
よ
っ
て
の
み
生
計
を
維

持
す
る
一
世
帯
は
一
九
戸
、
山
労
と
農
業
三
六
戸
と
な
っ
て
い
る
。

(

日

)

下
柳
瀬
は
も
と
も
と
一
村
を
な
し
、
明
治
二
二
年
に
安
井
村
i

上
柳
瀬
村
と
共
に
中
山
路
村
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
三

O
年
に
は
上

山村におけるキリスト教の受容

-
中
・
下
山
路
村
、
龍
神
村
が
寄
っ
て
現
在
の
龍
神
村
と
な
っ
た
。

下
柳
瀬
は
明
治
二
二
年
ま
で
は
こ
の
地
方
の
交
通
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
日
浦
か
ら
桃
ノ
川
を
通
っ
て
田
辺
市
に
至
る
こ
の
地

方
で
は
田
辺
市
へ
の
最
短
道
路
が
あ
り
、
ま
た
日
高
川
の
筏
流
し
の
中
継
点
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
浦
に
は
中
山
路
村
役

場
、
駐
在
所
、
小
学
校
(
の
ち
に
分
教
場
と
な
っ
た
)

の
他
、
柳
明
神
社
、
阿
弥
陀
堂
、
下
山
路
村
福
井
地
区
と
の
境
界
線
上
に
八
坂
神

社
(
無
格
社
)
と
大
師
堂
な
ど
が
あ
っ
て
、
行
政
と
文
化
の
中
心
地
と
も
な
っ
て
い
た
。
だ
が
乙
の
よ
う
な
優
位
性
は
中
山
路
村
成
立
後

こ
の
地
方
を
大
水
害
が
襲
っ
た
が
、
下
柳
瀬
は
特
に
被
害
が
甚
大
で
、

四
ヶ
月
で
完
全
に
崩
解
し
た
。
明
治
二
二
年
八
月
、

八
O
余
人
の

人
命
と
共
に
殆
ん
ど
が
す
べ
て
の
家
屋
、
財
産
、

田
畑
が
失
わ
れ
た
。
公
共
物
も
大
師
堂
と
八
坂
神
社
を
除
い
て
す
べ
て
流
失
し
た
。
水

害
後
分
教
場
と
柳
明
神
社
が
原
に
移
さ
れ
た
が
、
他
の
施
設
は
上
柳
瀬
に
移
設
さ
れ
、
柳
明
神
社
も
明
治
四
一
年
の
神
社
合
杷
に
よ
っ
て

(
比
)

上
山
路
村
丹
生
神
社
に
移
さ
れ
、
澗
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
一
分
教
場
も
後
に
廃
さ
れ
青
年
会
場
と
な
り
、
結
局
殆
ん
ど
の
施
設
が
失
わ
れ

た
。
乙
の
朕
態
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
水
害
後
住
民
は
わ
ず
か
の
食
料
を
得
る
た
め
に
伐
採
に
あ
と

数
年
を
残
す
だ
け
の
山
林
を
地
区
外
の
人
々
に
手
渡
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
下
柳
瀬
は
繁
栄
か
ら
一
挙
に
貧
困
の
ど
ん
底
に
落
ち
込
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み
、
古
老
の
話
で
は
「
乙
の
地
方
で
も
有
名
な
貧
之
村
に
な
り
、

そ
の
惨
状
か
ら
原
状
に
復
す
る
ま
で
に
は
五

O
年
を
要
し
た
じ
と
い
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ャつ。
し
か
し
、
大
水
害
は
交
通
の
面
で
も
下
柳
瀬
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
続
け
た
。
大
正
八
年
、
下
山
路
村
福
井
か
ら
上
柳
瀬
に
至
る
道
路

が
県
道
に
昇
格
し
た
が
、

こ
の
県
道
は
下
柳
瀬
全
体
を
避
け
て
通
っ
た
の
で
、
下
柳
瀬
は
こ
の
付
近
の
交
通
幹
線
か
ら
完
全
に
し
め
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
水
害
の
跡
の
地
形
が
悪
く
、

道
路
の
改
修
が
困
難
で
あ
る
上
に
、

明
ら
か
に
遠
ま
わ
り
に
な
る
か
ら
で
あ
っ

た
ο

当
時
は
往
来
は
徒
歩
で
、
輸
送
手
段
も
牛
、
牛
車
、

人
力
(
女
性
が
主
)

で
あ
っ
た
が
、
大
正
九
年
に
至
っ
て
南
紀
索
道
株
式
会
社

が
田
辺
市
か
ら
下
山
路
村
福
井
、
下
柳
瀬
、
上
柳
瀬
を
結
ぶ
、
木
材
、
木
炭
、
椎
茸
な
ど
の
輸
送
を
目
的
と
し
た
索
道
を
設
け
た
の
で
、

日
常
生
活
の
必
需
品
の
運
撮
は
か
な
り
楽
に
な
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
当
時
か
ら
指
導
者
達
は
地
区
の
将
来
に
不
安
を
抱
き
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
村
と
共
に
道
路
組
合
を
結
成
し
、
県
道
誘
致
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
五

O
余
年
後
の
今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
が
県
道
を

走
る
よ
う
に
な
る
と
そ
の
不
安
は
一
層
強
く
な
り
、

い
く
た
び
か
挫
折
感
を
味
わ
い
つ
つ
も
運
動
は
力
強
く
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
道
路
運

動
(
土
地
の
人
々
は
道
路
新
設
、
改
修
の
運
動
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
)
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
誘
致
に
際
し
て
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
設
立
前
の
人
々
の
日
常
生
活
は
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
住
民
は
水
害
以
後
一
様
に
貧
乏
で
、
男
達
の
大
半
は
山
仕

事
の
た
め
一
年
中
殆
ん
ど
家
に
も
ど
ら
な
か
っ
た
。
近
隣
同
士
の
相
互
扶
助
は
日
常
的
で
、
食
料
か
ら
衣
類
、
布
団
の
類
ま
で
貸
し
借
り

し
て
い
た
。
ま
た
茅
葺
屋
根
の
家
が
多
く
独
力
で
布
団
を
新
調
す
る
力
を
持
つ
家
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
十
軒
位
が
単
位
で
「
家
の
屋
根

頼
母
子
」
や
「
布
団
頼
母
子
」
な
ど
を
結
成
し
て
い
た
。
金
銭
頼
母
子
は
掛
け
倒
れ
に
な
る
方
が
多
か
っ
た
。

社
会
組
織
と
し
て
は
古
く
か
ら
各
部
落
を
九

t
十
一
軒
の
単
位
で
一

t
三
つ
に
分
け
て
構
成
さ
れ
る
伍
組
の
制
度
が
あ
り
、

と
れ
が
冠

婚
葬
祭
の
協
力
単
位
で
あ
る
と
共
に
祭
礼
の
世
話
役
を
順
次
行
な
い
、

ま
た
最
も
親
密
な
近
所
づ
き
合
い
の
単
位
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
戦

時
中
隣
組
(
上
原
、
下
原
、
応
地
、
東
方
、

日
浦
小
柳
瀬
)
が
組
織
さ
れ
、
末
端
の
最
小
の
行
政
組
織
と
な
っ
た
。
親
戚
関
係
は
、
地
区



内
で
の
分
家
・
婚
姻
が
多
か
っ
た
た
め
綱
の
目
の
よ
う
に
広
が
り
、
伍
組
と
共
に
も
う
一
つ
の
つ
き
合
い
関
係
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か

し
殆
ん
ど
の
場
合
、
本
家
と
分
家
の
経
済
的
基
盤
は
共
に
弱
く
、
同
族
的
結
合
は
ご
く
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ

Y
家
の
系
統

は
現
在
も
比
較
的
強
い
ま
と
ま
り
を
保
っ
て
い
て
、
毎
年
一
回
惣
本
家
の

T
・
Y
氏
宅
で
会
合
を
持
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
様
々
な

社
会
組
織
も
ま
た
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
誘
致
と
設
立
に
際
し
て
は
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

宗
教
は
殆
ん
ど
騨
宗
(
臨
済
宗
)

で
寺
院
(
檀
家
数
約
七
百
)
は
下
柳
瀬
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
上
山
路
村
東
地
区
に
あ
り
、

山村におけるキリスト教の受容

葬
式
や
法
事
以
外
に
住
職
が
下
柳
瀬
に
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
に
天
理
教
信
者
が
ご
く
わ
ず
か
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

各
部
落
は
そ
の
氏
神
の
小
嗣
を
持
ち
、

旧
十
一
月
一
日
に
そ
の
祭
礼
を
行
な
っ
て
い
る
。

八
坂
神
社
の
祭
礼
は
従
来
一
、
六
、
十
一
月

に
行
な
わ
れ
た
が
、
戦
後
は
一
月
七
日
の
み
に
な
っ
た
。
柳
明
神
社
の
祭
礼
は
十
一
月
で
あ
る
が
、
上
山
路
村
の
丹
生
神
社
ま
で
山
車
を

引
い
て
出
か
け
る
。

こ
れ
ら
の
祭
礼
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
設
立
後
信
者
の
参
加
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
、
未
信
者
を
中
心
と
し
て
行
な
わ

れ
た
が
、
最
近
は
信
者
も
自
由
に
参
加
し
て
い
る
。
部
落
の
氏
神
の
祭
礼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
参
加
し
な
い
た
め
一
時
中
止
さ
れ
て
い

モ
チ
ま
き
を
伴
な
う
子
供
の
た
め
の
行
事
と
な
っ
た
観
が
あ
る
。

た
が
、
最
近
農
家
を
中
心
と
し
て
復
活
し
、

そ
の
他
民
間
信
仰
と
し
て

庚
申
講
、
大
師
講
、
観
音
講
、
子
安
講
、
伊
勢
講
、
多
賀
講
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
ま
で
に
消
滅
し
た
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
参
加

を
禁
じ
た
こ
と
か
ら
参
加
者
も
少
な
く
な
り
消
滅
し
た
。
庚
申
講
の
み
は
一
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
も
含
め
て
昭
和
三
八
年
頃
ま
で
東
方

で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

下
柳
瀬
は
ま
た
迷
信
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
個
人
的
に
祭
る
小
闘
は
現
在
で
も
よ
く
み
ら
れ
る
。

一
般
に
ツ
キ
モ
ノ
や
サ
ン
リ
ン

ボ
ウ
の
迷
信
が
強
か
っ
た
が
、
最
も
特
徴
的
な
も
の
は
死
霊
に
と
り
つ
か
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
で
、
夜
と
も
な
れ
ば
大
人
で
も
人
魂
を
恐
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れ
て
外
出
し
た
が
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
葬
式
の
手
伝
い
を
忌
み
、
伍
組
の
組
員
で
も
寺
へ
の
死
亡
報
告
や
住
職
出
迎
え
の
役
を
い
や
が
っ
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た
。
寺
ヘ
は
年
K
二
度
も
行
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
同
一
人
が
二
つ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
迷
信
は
カ
ト
リ

ツ
ク
教
会
設
立
後
は
殆
ん
ど
消
滅
し
た
。

以
上
の
ご
と
く
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
設
立
前
の
下
柳
瀬
の
人
々
の
生
活
は
、
伍
組
な
ど
の
近
隣
関
係
の
上
に
、
分
家
と
婚
姻
関
係
が
重

な
り
、

そ
れ
に
様
々
な
民
間
信
仰
か
ら
生
じ
る
社
会
関
係
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
非
常
に
緊
密
な
共
同
生
活
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら

に
迷
信
が
人
々
の
行
動
を
束
縛
し
て
は
い
た
が
、
他
地
区
へ
の
経
済
的
・
文
化
的
劣
等
感
な
ど
も
相
侯
っ
て
、
地
区
全
体
が
閉
ざ
さ
れ
た

地
形
の
中
で
、
非
常
に
強
い
結
束
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

下
柳
瀬
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
設
立
の
経
過

下
柳
瀬
の
大
天
使
聖
、
、
、
カ
エ
ル
教
会
(
通
称
龍
神
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
)

の
設
立
に
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
は
、
和
歌
山
市
か
ら
上
山
路

村
大
字
西
に
疎
開
し
て
い
た
A
氏
と
B
氏
で
あ
っ
た
。

A
氏
の
義
妹
が

B
氏
の
妻
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
は
戦
時
中
家
族
と
共
に
、
既
に

上
山
路
村
西
に
疎
開
し
て
医
師
を
開
業
し
て
い
た

A
氏
の
二
男
宅
に
疎
開
し
た
。

A
氏
は
下
柳
瀬
の
生
ま
れ
で
、
西
の
医
師
の
婿
養
子
と

な
り
、
和
歌
山
市
屋
一
形
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
近
く
で
医
師
を
開
業
し
、
代
々
の
外
国
人
主
任
司
祭
の
主
治
医
を
勤
め
た
。
彼
の
家
族
は
殆

ん
ど
!
そ
の
時
代
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
、
長
女
は
修
道
院
に
入
り
、
義
妹
の
一
人
は
伝
道
婦
と
な
っ
た
。
彼
と
妻
は
昭
和
二
一
年

十
一
月
一
、
診
療
所
を
開
設
し
て
い
た
旧
龍
神
村
で
ギ
リ
ナ
ン
神
父
(
和
歌
山
時
代
に
彼
が
主
治
医
を
し
て
い
た
)
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
。

な
か
な
か
の
ヒ
ュ
!
マ
ユ
ス
ト
で
疎
開
後
は
貧
し
い
村
人
の
た
め
に
献
身
的
治
療
活
動
を
し
、
特
に
出
身
地
の
下
柳
瀬
地
区
で
は
慈
父
の

ご
と
く
慕
わ
れ
て
い
た
。
受
洗
後
は
、
彼
の
義
母
が
か
ね
て
か
ら
熱
心
な
信
者
で
高
齢
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
彼
自
身
の
信
仰
の

た
め
に
、
西
J

に
教
会
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
。



B
氏
の
家
族
は
全
員
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
、
息
子
の
一
人
は
神
父
に
な
り
、
娘
の
う
ち
二
人
も
修
道
女
に
な
っ
た
ほ
ど
で
、
全
体
と
し

て
も
非
常
に
篤
信
な
カ
ト
り
ッ
ク
家
族
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で

A
氏
が
内
省
的
な
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

B
氏
は
能
弁
で
活
動
的
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
も
た
び
た
び
上
山
路
村
を
訪
れ
て
、
西
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
設
立

B
氏
は
終
戦
と
同
時
に
和
歌
山
市
に
も
ど
っ
た
が
、

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
思
わ
れ
る
様
々
な
活
動
を
行
な
っ
た
。

昭
和
二

O
年
五
月
五
日
、
米
軍
の
B

|
二
九
爆
撃
機
が
上
山
路
村
殿
原
地
区
の
山
林
に
墜
落
し
た
。
生
き
残
っ
て
捕
え
ら
れ
た
二
人
の

山村におけるキリスト教の受容

塔
乗
員
に

A
氏
と

B
氏
を
は
じ
め
、
数
人
の
村
人
が
同
情
し
、
食
事
や
暖
を
与
え
て
親
切
に
も
て
な
し
、
死
亡
し
た
米
兵
の
た
め
に
十
字

架
の
墓
を
造
っ
た
。

そ
の
一
ヶ
月
後
村
氏
に
よ
っ
て
仏
式
の
法
要
が
営
ま
れ
、

そ
の
時
卒
塔
婆
に
書
か
れ
た
文
章
や
村
人
の
親
切
が
、
戦

後
B
氏
に
よ
っ
て
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
。

B
氏
は
昭
和
二
一
年
一
月
に
は
四
人
の
米
軍
人
を
飛
行
士
の
墓
に
案
内
し
た
が
、

さ
ら
に
昭
和

二
二
年
と
な
っ
て
、
殿
原
に
米
軍
飛
行
士
の
慰
霊
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
上
山
路
村
に
提
案
し
た
。
彼
は
村
議
会
に
対
し
、
戦
死
し
た
飛

行
士
の
た
め
に
慰
霊
碑
を
建
て
れ
ば
、
遺
族
や
米
軍
関
係
者
が
大
勢
訪
れ
る
の
で
、
当
時
改
修
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
虎
ケ
峰
か
ら
田

辺
市
に
至
る
県
道
を
、
早
急
に
開
通
さ
せ
る
よ
う
県
知
事
に
働
き
か
け
る
と
説
明
し
た
。

B
氏
は
そ
の
言
動
か
ら
米
軍
と
の
つ
な
が
り
が

あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
、
村
は
彼
を
頼
み
と
し
て
慰
霊
碑
建
立
の
費
用
を
出
す
乙
と
に
な
っ
た
。

殿
原
に
巨
石
の
「
戦
没
ア
メ
リ
カ
将
土
の
墓
」
が
建
ち
、

こ
う
し
て
昭
和
二
二
年
十
二
月
、

(

日

〉

ギ
リ
ナ
ン
神
父
の
子
で
祝
別
ミ
サ
が
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
西
に
は

戦
前
ギ
リ
ナ
ジ
神
父
が
葬
式
を
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
青
年
の
墓
が
あ
り
、
戦
後
も
同
神
父
は

A
氏
の
家
族
の
た
め
に
し
ば
し
ば
西
に
来

て
い
た
こ
と
、
ま
た
前
述
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
て
、
ギ
リ
ナ
ン
神
父
も
終
戦
直
後
か
ら
抱
い
て
い
た
、
こ
の
地
で
の
教
会
設
立
の
希
望

(

日

〉

一
一
層
強
く
し
て
い
た
。
だ
が

A
氏
や
ギ
リ
ナ
ン
神
父
の
希
望
、

B
氏
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
で
の
教
会
受
入
れ
体
制
は
一
向

を、
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に
整
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
上
山
路
村
に
は
仏
教
寺
院
が
あ
り
、
土
地
を
提
供
す
る
地
主
が
お
ら
ず
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
な
ろ
う
と
す
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る
者
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
上
、

昭
和
二
二
年
四
月
に
は
A
氏
と
西
の
家
族
が
下
柳
瀬
と
下
山
路
村
福
井
地
区
の
要
請
で
、

i日

龍
神
村
か
ら
福
井
地
区
に
移
っ
た
た
め
、
西
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
い
な
く
な
り
、
西
に
お
け
る
教
会
建
設
は
、
コ
一
人
に
と
っ
て
無
意
味

乙
ょ
っ
こ
0

3
U
J
J
.

み
J

そ
こ
で
昭
和
二
三
年
春
頃
A
氏
と

B
氏
は
西
の
代
り
に
下
柳
瀬
を
教
会
建
設
候
補
地
に
選
ん
だ
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
ま
ず
、

A
氏
が

下
柳
瀬
出
身
で
、
住
民
の
置
か
れ
て
い
る
境
遇
に
深
い
同
情
を
持
っ
て
い
た
乙
と
、
住
民
の
素
朴
な
心
情
と
生
活
態
度
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信

(
げ
)

者
と
な
り
得
る
可
能
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

A
氏
の
二
男
に
上
山
路
村
西
の
疎
開
先
を
斡
旋
し
、

A
氏

に
福
井
で
の
診
療
所
開
設
の
斡
旋
を
し
た
の
が
、
彼
の
親
し
い
従
弟
T
・
Y
氏
の
父
S
・
Y
氏
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

T
-
Y
氏

(
当
時
中
山
路
村
会
議
員
、
道
路
組
合
議
員
、
下
柳
瀬
区
長
)
が
地
区
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
努
力
し
て
い
た
こ
と
へ
の
援
助
の
意
味
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一方、

B
氏
も
早
く
か
ら
山
路
地
方
開
発
(
特
に
道
路
)

の
一
助
と
し
て
、
米
国
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
援
助
を
得
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
設
立
を
考
え
て
い
た
(
前
述
)
が
、

昭
和
二
三
年
一
月
に
結
成
さ
れ
た
桃
ノ
川
か
ら
上
芳
養
村
を
経
て
田
辺
市
に
至
る
県
道
周
辺
寒
川

線
(
仮
称
)

の
期
成
同
盟
(
中
山
路
村
、
下
山
路
村
、
上
芳
養
村
、
中
芳
養
村
、
清
川
村
の
五
ケ
村
が
参
加
)
の
顧
問
に
招
か
れ
、
道
路

運
動
に
も
協
力
し
た
。
下
柳
瀬
で
は
当
時
重
要
な
物
資
輸
送
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
索
道
が
終
戦
後
ま
も
な
く
廃
止
さ
れ
て
、
住
民
は
か

な
り
の
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
、
上
芳
養
村
、
清
川
村
の
人
々
と
、
特
に
青
年
間
を
中
心
と
し
て
強
く
手
を
結
び
、
運
動
を
強
力

に
進
め
た
。

こ
の
運
動
は
周
年
三
月
の
測
量
終
了
、
七
月
の
県
議
団
の
来
村
、
二
四
年
一
月
の
県
土
木
出
張
所
長
ら
の
来
村
に
ま
で
進
ん

だ
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の
県
道
は
実
現
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

B
氏
は
恐
ら
く
こ
の
運
動
の
過
程
で
義
兄
A
氏
の
従
弟

T
-
Y
氏
ら
下
柳
瀬
の
指
導
者
達
か
ら
地
区
の
事
情
を
聞
き
、
ま
た
地
区
民
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
西
地
区
に
お
け
る
教
会



設
立
計
画
の
断
念
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
下
柳
瀬
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
建
設
の
候
補
地
と
し
て
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
て
昭
和
二
三
年
春
頃
、
教
会
話
致
の
話
は
A
氏
か
ら

T
・
Y
氏
を
通
じ
て
下
柳
瀬
に
も
た
ら
さ
れ
、

A
氏、

B
氏
を
招
い
て
説
明

会
が
聞
か
れ
た
。

B
氏
は
教
会
誘
致
を
道
路
と
関
連
づ
け
て
説
明
し
た
ら
し
く
、
多
く
の
人
々
は
「
下
柳
瀬
に
教
会
が
で
き
れ
ば
、
桃
ノ

川
コ

1
ス
で
殿
原
の
米
兵
慰
霊
碑
へ
の
墓
参
道
路
が
全
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
援
助
と
米
軍
の
資
材
で
造
ら
れ
る
」
と
解
釈
し
て
熱

中
し
た
。
教
会
建
設
費
は
教
会
か
ら
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
指
導
者
達
の
中
に
は
戦
後
の
道
徳
的
混
乱
を
憂
い
精
神
的
支
柱
を
求
め
る
声

山村におけるキリスト教の受容

も
強
か
っ
た
た
め
、
地
区
の
村
議
ら
指
導
者
や
有
力
者
の
他
に
他
地
区
の
村
議
ら
も
一
致
し
て
誘
致
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
に
お
い
て
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
、
世
論
を
教
会
誘
致
に
統
一
し
た
。
住
民
の
大
多
数
は
当
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は

(

凶

)

「
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
」
だ
と
い
う
位
の
認
識
し
か
な
か
っ
た
が
、
二
三
年
八
月
の
定
例
字
会
(
区
民
大
会
)
で

T
・
Y
氏
か
ら
カ
ト
リ
ッ

乙
の
決
定
は

B
氏
か
ら
、
当
時
中
国
か
ら
日
本
に
ひ
き
あ
げ
、

和
歌
山
県

ク
教
会
誘
致
が
提
案
さ
れ
る
と
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。

下
で
教
会
建
設
地
を
求
め
て
い
た
聖
コ
ロ
ン
パ
ン
会
の
オ
。
フ
ラ
イ
エ
ン
神
父
(
神
父
は
屋
形
町
教
会
が
戦
災
を
受
け
て
い
た
の
で
、

B
氏

の
世
話
を
受
け
て
い
た
)
に
伝
え
ら
れ
た
。
同
神
父
は
数
回
下
柳
瀬
を
訪
れ
て
、
住
民
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
な
る
意
志
を
確
認
す
る
に

至
り
、
教
会
建
設
は
こ
乙
に
具
体
化
し
た
。

翌
二
四
年
一
月
の
定
例
字
会
で
は
教
会
建
設
の
役
員
な
ど
が
選
ば
れ
、

た
だ
ち
に
土
地
の
確
保
が
始
め
ら
れ
た
。
建
設
地
は
明
治
二
二

年
の
大
水
害
の
と
き
多
数
の
人
命
を
奪
う
原
因
と
な
っ
た
山
崩
れ
跡
の
、
小
柳
瀬
の
荒
地
に
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
整
地
作
業
が
全
住
民
の
協
力
で
行
な
わ
れ
て
、
秋
に
は
教
会
堂
な
ど
の
建
設
も
始
ま
り
、

昭
和
二
五
年
三
月
二
九
日
、
献
堂

式
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
同
日
、

A
氏
の
親
戚
三
名
が
受
洗
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
年
八
月
一
五
日
に
は
教
会
誘
致
・
建
設
に
尽
力
し
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た
T
・
T
氏
と

G
-
K
氏
(
共
に
日
浦
)
ら
の
娘
七
人
が
集
団
洗
礼
を
受
け
、
建
物
だ
け
で
な
く
、
教
会
は
ζ

乙
に
名
実
共
に
確
立
す
る
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こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

四

教
会
設
立
時
に
お
け
る
下
柳
瀬
の
社
会
的
経
済
的
構
造

以
上
の
下
柳
瀬
に
お
け
る
経
過
は
、

さ
ら
に
社
会
的
・
経
済
的
側
面
か
ら
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
教
会

誘
致
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
の
が
、
戦
前
・
戦
後
の
村
会
議
員
、
道
路
組
合
議
員
、
区
長
、
副
区
長
、
地
区
の
道
路
委
員
な
ど
の
役
職
に

頃
、
特
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
は
次
の
五
人
で
あ
る
。

つ
い
て
、
道
路
運
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
人
々
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
図
2
)
。
こ
れ
ら
の
有
力
者
の
う
ち
、
教
会
誘
致
の

o
s
-
Y
T
・
Y
父
子

Y
家
は
下
柳
瀬
で
最
も

古
い
家
柄
の
一
つ
で
、

強
い
ま
と
ま
り
受
持
っ
て
い
る

「
ジ
ュ
ズ
ノ
キ
統
」
の
総
本
家
で
あ
る
。
父
S
は
戦
前
は

長
く
村
会
議
員
、
道
路
組
合
議
員
を
勤
め
た
。
貧
困
者
を

積
極
的
に
援
助
す
る
な
ど
、
名
実
共
に
地
区
の
指
導
者
で

あ
っ
た
。
長
男
T
は
中
学
卒
業
後
鉄
道
学
校
に
学
び
、
戦

後
帰
郷
し
て
山
林
の
管
理
を
請
負
う
と
共
に
材
木
商
を
営

み
、
多
く
の
住
民
を
雇
用
し
た
。
同
時
に
治
山
砂
防
の
土

木
工
事
を
請
負
い
、
地
区
の
零
細
な
業
者
に
資
金
の
調
達

を
し
た
上
で
下
請
さ
せ
、
ま
た
、
戦
後
の
不
況
期
に
、
名
J

〈図 2>カトリック教会建設の運動

くカトリ、ソク信者〉、
A(下山路村)守 B(和歌山市)

く有力者〉
「ーーー一一一一一一一「
指導者>' 

T工(原 )0: 

;村長S.O.(東方)
l元村長T.E.(原 )ol 
S.Y. (原 )01

胆T.T.(日浦)J
G.K.(日浦).Y.Y.(応地)
K.O.(東方)，S.S.(原j

他
〈協力者〉

H.T.(応地)

Tふ(原)
G.S.(原)
K.Y.(応地)

他

(註)1.有力者・・・・村議、地区役員経験者

2.0印日一・・道路議員経験者



く
の
地
区
民
の
生
活
を
直
接
間
接
に
支
え
て
来
た
。
ま
た
、
戦
後
一
引
退
し
た
父
S
の
跡
を
継
い
で
村
会
議
員
、
道
路
組
合
議
員
と
な
り
、

教
会
誌
致
の
頃
は
区
長
の
職
に
も
あ
り
、
戦
後
の
下
柳
瀬
に
お
い
て
若
い
が
最
も
有
力
な
指
導
者
と
な
っ
た
。

を
勤
め
、
o
S
・
O

独
学
し
、
戦
前
、

S
-
Y
の
世
話
で
役
場
の
書
記
と
な
り
、
戦
後
は
昭
和
三

O
年
の
四
ケ
村
の
合
併
ま
で
中
山
路
村
長

T
P
Yと
共
に
新
し
い
指
導
者
と
な
っ
た
。

た
。
戦
後
は
引
退
し
た
が
、

o
T
-
E
 

彼
停
戦
前
は
村
会
議
員
、

道
路
組
合
議
員
を
勤
め
、

戦
時
中
は
村
長
に
も
な
っ
た
。

索
道
の
下
柳
瀬
駅
長
で
も
あ
っ

山村におけるキリスト教の受容

<表2>教会誘致に対する態度の調査
(昭和23年当時18才以上)
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ζ

の
地
区
で
は
精
神
的
指
導
者
と
し
て

T
-
Yや
S
・
0
を
助
け
、
元
老
的
立
場
に
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

態 度 |男|女 i合計[
1. 積極的賛成 14 6 20 I 

2. 他人が賛成するので賛成 5 11 16 

3. どちらでもよいと思った 6 15 21 

4 反対した O O O 

5. 強く反対した O 1 1 

6. 字会には出なかった

7. 無答 9 I 21 I 30 

o
T
・
T

彼
は
戦
時
中
は
地
区
の
生
活
困
窮
者
を
積
極
的
に
援
助
し
、
戦

後
は
村
会
議
員
、
区
長
、
副
区
長
を
勤
め

T
-
Y
や
S
・
0
を
助
け
た
。

彼
ら
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
区
の
開
発
や
福
祉
の
た
め
に
は
私
的
犠
牲
を
顧
み

な
か
っ
た
こ
と
、
知
識
欲
が
旺
盛
で
、
進
攻
の
気
性
に
富
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
下
柳
瀬
住
民
は
こ
の
よ
う
な
指
導
者
(
知
識
者
)
を
深
く
信
頼
し
て
い

た
し
、
指
導
者
も
よ
く
そ
れ
に
応
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
昔
か
ら
下
柳
瀬
の
住
民

に
つ
い
て
「
人
聞
が
マ
ル
イ
」
と
い
わ
れ
る
と
き
、

そ
れ
は
地
区
の
人
々
が
指
導

者
を
信
頼
し
て
、
何
事
に
も
分
裂
行
動
を
と
る
こ
と
な
く
、

一
致
団
結
し
て
事
に

あ
た
る
傾
向
を
い
う
の
だ
が
、

こ
の
傾
向
は
教
会
設
立
当
時
に
も
同
様
存
在
し
て

、
ヶ
}
O

P
V
4
J
 

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
扶

態
で
、
教
会
誘
致
が
満
場
一
致
の
賛
成
を
得
た
の
だ
と
い
え
る
(
表

2)
。
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(註)1.[コでカミこまれた人物は村議又は村長

の経験者。

2.太字は指導者

こ
れ
ら
の
指
導
者
や
有
力
者
の
ほ
か
に
も
教
会
誘
致
の
有
力
な

協
力
者
は
数
名
い
た
が
、

そ
の
多
く
は
T
-
Y
氏
の
庇
護
の
も
と

に
あ
っ
た
(
図
3
)
。

T
-
Y
氏
は
地
区
民
が
頼
り
と

大」
3

り
に
、

す
る
医
師
で
、

し
か
も
下
柳
瀬
か
ら
出
た
最
も
高
い
学
歴
の
持
主

と
し
て
誇
り
に
思
い
、
慈
父
の
ご
と
く
慕
っ
て
い
た
A
氏
と
従
兄

同
士
で
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
、
道
路
運
動
に
お
い
て
は
米
軍
と
つ

な
が
り
を
持
つ
実
力
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た

B
氏
と
の
聞
に
も
、

A
氏
を
介
し
て
の
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
の
地
亙
に
お
け
る

立
場
を
一
層
強
固
な
も
の
と
し
た
。

こ
う
し
て

T
・
Y
氏
は
下
柳

瀬
に
お
け
る
唯
一
の
経
済
的
実
力
者
で
あ
る
と
共
に
、
社
会
的
に

い
が
都
市
か
ら
帰
郷
し
、

し
か
も
最
高
の
学
歴
を
持
つ
彼
を
よ
く
補
佐
し
て
い
た
か
ら
、
彼
が
地
区
の
た
め
に
な
る
と
し
て
提
案
し
た
カ

も
最
も
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
指
導
者
達
も
、
若

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
誘
致
に
対
し
、
住
民
が
反
対
の
意
を
表
明
す
る
乙
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
以
上
の
指
導
者
、
有
力
者
、
協
力

こ
と
も
、
各
部
落
の
世
論
を
教
会
誘
致
に
導
く
の
に
効
果
的
だ

っ
た
。

3
お
よ
び
表
5
参
照
)

者
が
、
小
柳
瀬
を
除
く
各
部
落
に
い
た
(
図
2
、

同
族
組
織
か
ら
み
れ
ば
、

T
系
統
、

O
系
統
、

ど
を
輩
出
し
て
い
た
(
各
系
統
が
彼
ら
を
擁
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
)
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
世
論
が
ま
と
ま
り
や
す
か
っ
た
こ

Y
系
統
、

S
系
統
、

K
系
統
、

E
系
統
の
そ
れ
ぞ
れ
が
指
導
者
や
有
力
者
、
協
力
者
な



と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
有
力
者
や
協
力
者
の
多
く
が

T
・
Y
氏
と
結
び
つ
い
て
い
た
乙
と
や
、
住
民
の
多
く
が
そ
の

T
-
Y
氏
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
と
い
う
事
実
と
相
侠
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。

親
戚
関
係
を
超
え
て
、

五

門

別

〉

下
柳
瀬
に
お
け
る
集
団
改
宗

受
洗
の
手
ほ
ど
き
(
「
公
教
要
理
」
)
は
、
教
会
建
設
の
聞
は

A
氏
と
そ
の
義
妹
(
看
護
婦
で
伝
道
婦
)
に
よ
っ
て
月
一

t
二
回
青
年

教
会
堂
と
青
年
会
場
で
行
な
わ
れ
た
。
多
い
時
で
九

O
名
近
く
の
住
民

会
場
で
行
な
わ
れ
、
教
会
堂
完
成
後
は
初
代
主
任
司
祭
モ
リ
ヤ
ッ
チ
神
父
、
助
任
司
祭
西
村
神
父
そ
の
他
伝
道
師
に
よ
っ
て
、
毎
週
一
回

山村におけるキリスト教の受容

が
参
加
し
た
。
公
教
要
理
の
終
了
者
に
は
集
団
で
洗
礼
が
授
け
ら
れ
る

乙
と
が
多
か
っ
た
〈
表
3
)
が、

そ
の
後
二

0
年
間
の
受
洗
扶
況
は
表

4
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
会
誘
致
に
賛
成
し
、
建
設
に
も
全
面
的
に
協
力
し
な
が

ら
、
公
教
要
理
や
洗
礼
を
全
く
受
け
つ
け
な
か
っ
た
者
が
少
な
く
な
い

乙
と
や
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
有
力
者
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
人
物
が

い
た
こ
と
は
、
教
会
誘
致
に
際
し
て
は
住
民
の
功
利
的
動
機
が
強
く
表

面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
)
一
方
、
指
導
者
や
有
力

者
の
殆
ん
ど
が
、

昭
和
二
五
年
か
ら
二
七
年
の
聞
の
初
期
に
受
洗
し
、
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受
洗
者
の
大
部
分
も
そ
の
期
聞
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
有
力
な
指
導

主な集団洗礼 (15人以上〉

(昭和44年9月〉

<表3>

年月 日 |規模i備 考

昭和年月日 43名 全員下柳瀬25. 12. 25 

26. 3. 24 59 48名下柳瀬

26. 5. 12 33 32名下柳瀬

26. 12. 24 17 14名下柳瀬

27. 5. 31 24 16名下山路村

27. 12. 24 47 26名下山路村， 18名下柳瀬

33. 8. 15 30 9名上山路・西地区

35. 1. 29 24 1上2名柳上瀬山路・東地区 7名

35. 4. 17 15 13名下柳瀬
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年度JJU受洗者数(昭和44年9月)

年度[下柳瀬|他地区|年度合計[累積合計

昭和 25 56 5 61 61 

26 119 29 148 209 

27 57 73 130 339 

28 18 32 50 389 

29 10 47 57 446 

30 5 14 19 465 

31 6 11 17 482 

32 21 50 71 553 

33 18 60 78 631 

34 17 23 40 671 

35 29 63 92 763 

36 6 24 30 793 

37 19 22 41 834 

38 5 20 25 859 

39~44 7 17 24 883 

合計 393 490 883 ~ 

い者
この
と百三し、
、~る

受部
洗落
者ほ
率ど
の受
高洗
い者
部の
落比
ほ率
どカま
平高

い均
乙の
とρ 現
(。金
表収
5 入
と

71<.り
田わ
のけ
平山
均労
所所
有得
面が
積多

は
昭
和
二
五
年
当
時
と
殆
ん
ど
変
わ
ら
な

い
)
な
ど
は
、
住
民
の
経
済
生
活
を
支
え

て
来
た

T
・
Y
氏
を
中
心
と
す
る
指
導
者

や
有
力
者
の
行
動
が
、
教
会
の
誘
致
・
建

設
の
み
で
な
く
、
改
宗
に
際
し
で
も
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
乙
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
だ
が
、

ζ

う
し
た
指
導
者
へ
の

<表4>深
い
信
頼
が
必
ず
し
も
カ
ド
リ
ッ
ク
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
ζ

と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

も
、
住
民
に
対
し
て
改
宗
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

指
導
者
達
も
教
会

と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
信
頼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
信
頼
感
を
作
り
出
す
こ

そ
乙
で
、
個
々
の
住
民
が
改
宗
の
決
意
を
し
た
動
機
が
問
題
に
な
る
。
全
体
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
遠
く
離
れ
め
っ

た
に
下
柳
瀬
に
来
な
か
っ
た
仏
教
寺
院
へ
の
不
信
・
不
満
で
あ
る
。
佐
賀
村
に
お
け
る
「
お
寺
に
は
葬
式
を
し
法
事
を
し
て
も
ら
っ
て
い

仏
の
教
え
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
知
ら
な
か
っ
た
L

ー
と
い
う
不
ぬ
か
「
仏
教
で
は
希
望
し
な
い
の
に
信
者
に
さ
れ
て
い

た
だ
け
で
、



φ

ヨ号、
A

、

J
1
4
M
 

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
は
自
ら
求
め
て
な
っ

た
。
」
と
い
う
自
負
は
下
柳
瀬
で
よ
く
聞
か
れ
る
。

そ
し
て
教
会
に
よ
り
広
め
ら
れ
た
「
個
人
の
信
仰
の

自
由
」
の
観
念
が
住
民
全
体
に
よ
く
普
及
し
て
い
た

の
で
、

カ
ト
リ
ッ
ク
を
受
け
容
れ
な
か
っ
た
人
々

山村におけるキリスト教の受容

も
、
自
分
の
肉
親
や
知
人
の
受
洗
に
反
対
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
必
ず
し
も
寺

を
全
面
的
に
信
頼
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
あ
る
の
は

先
祖
や
先
祖
の
位
牌
の
守
護
者
と
し
て
の
寺
へ
の

「
義
理
」
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

そ
し
て
「
宗

教
は
終
極
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
」
と
い
う
観
念
が

彼
ら
を
支
え
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
住
民
の
多
く
は

結
局
、
仏
教
は
先
祖
を
含
む
家
の
宗
教
で
あ
り
、

ト
リ
ッ
ク
は
個
人
的
信
仰
で
あ
る
か
ら
、

一
家
の
う

ち
誰
か
は
仏
壇
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
よ

う
で
あ
る
。
だ
が
公
教
要
理
に
参
加
す
る
中
で
、
改
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宗
す
る
に
当
っ
て
は
、
予
想
外
の
厳
し
さ
が
要
求
さ カ

カトリック信者の比率と収入源の相関(昭和44年)

指導者 収入(部落問の順位〕

部落 有力者
信者/人口(%)1全の世員帯信者/世/帯(%数) 所平均得総※I農均所業平得i|均山所労平得

協力者

小柳瀬 9/39 (23.1) 2/10 (20.0) 6 2 6 

日 浦
T.T. 

17/55 (31. 5) 3/12 (25.0) 5 4 4 
G.K. 

東 方
8.0. 

40/86 (46.5) 7/23 (30.4) 4 1 5 
K.O. 

1-31 応 地
Y.Y.， H.T.， 

40/72 (54.1) 6/16 (37.5) 2 3 
K.Y. 

下原
T.Y.， 8.Y.， 

38/52 (73.1) 9/15 (60.6) 1 6 1 
T .E.， S.S. 

原

上原
T.S. 

42/83 (50.6) 7/20 (35.0) 3 5 2 
G.S. 

下柳瀬//

<表5>

太字は指導者。有力者のうちY.Y.とS.S.のみが未信者

※特l乙収入の多い者を除いての平均。平均とはそれぞれの所得のあ

る世帯間でとったもの。

(註)1. 

2. 
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れ
る
(
例
え
ば
山
林
労
務
や
日
雇
い
人
夫
の
仕
事
、
農
作
業
は
天
候
さ
え
よ
け
れ
ば
日
曜
日
で
も
早
朝
か
=
り
す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
教

会
は
日
曜
日
を
安
息
日
と
し
、
必
ず
教
会
の
ミ
サ
に
出
席
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
し
、

民
間
信
仰
は
も
ち
ろ
ん
、
祭
礼
、
盆
行
事
を
も
禁

止
し
、
特
に
日
本
人
の
伝
道
師
の
中
に
は
先
祖
の
位
牌
を
川
に
捨
て
る
よ
う
要
求
す
る
者
も
い
た
)

こ
と
を
恐
れ
た
人
々
が
多
か
っ
た
乙

と
も
事
実
で
あ
る
。
寺
院
に
対
す
る
帰
属
意
識
が
弱
か
っ
た
の
は
、

恐
ら
く
寺
院
へ
行
く
乙
と
を
極
端
に
忌
む
迷
信
と
も
関
係
が
あ
っ
た

ろ
う
。一

方
、
神
父
達
が
説
く
キ
リ
ス
ト
の
教
え
や
、
従
来
の
仏
教
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
厳
し
い
日
常
の
宗
教
活
動
、
神
父
達
の
人
と
な
り

と
地
区
の
福
祉
へ
の
献
身
的
奉
仕
な
ど
か
ら
、
初
め
て
宗
教
と
い
う
も
の
に
目
覚
め
た
と
い
う
感
激
を
持
つ
住
民
も
多
い
。
ま
た
、

キ

ス
ト
教
の
説
く
「
隣
人
愛
」
が
彼
ら
の
日
常
生
活
の
中
で
、
貧
し
さ
の
ゆ
え
で
は
あ
れ
、
相
互
扶
助
の
形
を
と
っ
て
既
に
実
践
さ
れ
て
い

た
か
の
よ
う
に
思
え
た
乙
と
も
、
彼
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
親
近
感
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
下
柳

瀬
住
民
の
集
団
改
宗
に
際
し
で
は
、

そ
の
動
機
と
し
て
宗
教
的
求
道
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
ζ

と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-品咽嗣
~、

金士
Hロ

び

下
柳
瀬
住
民
は
一
致
団
結
し
て
、
地
区
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
誘
致
の
決
議
を
し
た
が
、
あ
る
程
度
そ
れ
は
彼
ら
の
経
済
生
活
を
あ

る
意
味
で
支
え
て
来
た
T
-
Y
氏
そ
中
心
と
す
る
指
導
者
達
へ
の
、
強
い
信
頼
の
態
度
に
帰
国
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

か
か
る
指
導
者
や

有
力
者
を
合
め
て
住
民
が
こ
の
決
議
を
し
た
の
は
、

教
会
建
設
に
伴
な
う
便
益
供
与

(
地
区
の
開
発
)

を
求
め
る
功
利
的
動
機
が
作
用

し
て
お
り
、
必
ず
し
も
信
者
に
な
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
に
は
一
致
団
結
も
、
未
知
の
宗
教
の
誘
致
も
可
能
で
あ
っ

た。



し
か
し
、

そ
れ
で
も
こ
の
決
議
を
生
ぜ
し
め
た
社
会
的
圧
力
は
、
次
に
は
住
民
を
公
教
要
理
に
参
加
さ
せ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
目
を
開

か
せ
る
と
共
に
住
民
を
し
て
集
団
改
宗
せ
し
め
る
起
動
因
と
な
っ
た
。
だ
が
彼
ら
を
改
宗
さ
せ
た
原
因
は
仏
教
寺
院
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

そ
の
も
の
に
も
見
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
上
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
み
の
仏
教
へ
の
飽
き
足
り
な
さ
か
ら
生
じ
る
寺
院
へ
の
帰
属
意
識
の
弱

さ
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宗
教
活
動
の
活
発
さ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
そ
の
も
の
を
際
立
た
せ
、

つ
い
に
は
多
く
の
住
民
に
と

っ
て
初
め
て
の
、
自
ら
求
め
る
宗
教
の
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
下
柳
瀬
に
お
け
る
集
団
改
宗
の
集
団
的

山村におけるキリスト教の受容

特
徴
は
な
に
か
。

こ
の
集
団
改
宗
の
特
性
と
下
柳
瀬
の
親
族
組
織
お
よ
び
部
落
の
構
造
と
が
い
か
に
結
び
つ
く
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
次

の
機
会
に
譲
り
た
い
。

注
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(
1
)

比
根
屋
安
定
『
日
本
基
督
教
史
・
全
』
教
文
館
、
昭
和
二
四
年
、
四

O
七
1
四
二

O
頁。

(
2
)

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
編
『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
年
鑑
一
九
六
九
1
七
O
』
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、

七

O
頁。

(
3
)

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
「
前
掲
書
』

(
4
)
問
・
出
-
U
E
B
B
Oロ円
r
k
r
同
日
出
件
。
々
え
の
『
同
日
己
U
E
q
山ロ

γ宮
OHM-4
司
巳
宮
自
国
・
開
。
E
B田ロ凹
P
H
V
ロ回目岡山口
m
c
o
-
-
H
U
ロ-
H
Y
ω
N
∞∞・

(
5
)

文
部
省
宗
教
課
『
宗
教
年
報
(
昭
和
二
五
年
度
)
』
文
教
協
会
、
昭
和
二
六
年
、
一
四
頁
。

(
6
)

森
岡
清
美
は
キ
リ
ス
ト
教
が
農
村
で
受
容
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
社
会
構
造
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
森
岡
「
日
本
農
村
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
(
上
)
」
『
社
会
科
学
論
集
』
第
十
二
巻
、
一
九
六
五
年
。
民
民
口
同
日
o
E
w
t
の
町
民
主

g
H
q
吉

H
8
2
2
0

悶
g
g
-
c
o
E
Sロロ

Fqh
〉
n
n
a
sロ
no
白
ロ
仏
問
。
』
叩
口
氏
o
p
-
-
H
V
・
出
向
日
目
。
∞
(
町
内
同
)
・
し
『
若
田
ロ
σ
由叩

ω
o
a
o
E岡
山
口
包
∞
宮
《
回
目
2
・
d
巳
4
・
0

同
問
自
由

F

HUA山由・匂-一戸∞
ωlHU
叶・

一
九
六
九
年
、

四
六
六

t
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(
7
)
文
部
省
宗
務
課
「
前
掲
書
』
二
二
頁
。

(
8
)

乙
の
論
文
の
事
例
以
外
に
、
例
え
ば
安
斎
伸
は
奄
美
群
島
加
計
呂
麻
島
西
阿
室
の
、
堀
一
郎
は
宮
城
県
登
米
郡
東
和
町
米
川
の
事
例
を
取
り
あ
げ

て
い
る
。
安
斎
「
僻
地
社
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
受
容
」
岡
田
純
一
一
編
「
日
本
の
風
土
と
キ
リ
ス
ト
教
」
理
想
社
、
昭
和
四

O
年
、
一
九
一

t
一一

O

八
頁
。
安
斎
「
伝
統
的
信
仰
と
移
入
信
仰
の
混
合
と
変
容
」
『
人
類
科
学
』
第
一
八
集
、
昭
和
四
一
年
、
七
六

1
九
O
頁
。
∞
-

K

戸口

Sra-mu出
'

H
F
c
-
w
u
B
S
白ロ

H
g
u
g色
〈
巴
白
向
。
¥
w

足
。
己
申
一
向
白
骨

Z
O君
。
日

-
(
O品
)
・
吋

v
o
ω
口
口
皆
目
。
忠
、
。
同
同
印
刷
】
釦
ロ

2
四
河
】
叩
即
位

c
p
回
・
し
『
・
切
片
山

HY

HLO白
色
叩
ロ
・
い
{
申
出
∞
・
M
M

・λ
p
h

肝!日

ω・

〈

9
)

文
部
省
宗
務
課
「
前
掲
書
』
一
一
一
一
頁
。

(
日
)
(
日
)
〔
一
辺
)
文
部
省
宗
務
課
『
前
掲
書
」
二
三
頁
。

h
u
)

和
歌
山
県
神
聖
取
締
所
編
『
紀
伊
続
風
土
記
』
第
二
輯
、
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
明
治
四
三
年
、
五
四
三
真
。

〈

U
)

市
町
村
制
公
布
前
は
近
郷
の
産
土
神
。

(日
)

B
氏
は
そ
の
後
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
外
国
に
宣
伝
す
る
た
め
に
、
英
字
新
聞
に
投
稿
し
た
り
、
人
を
動
か
し
て
外
国
向
け
の
本
を
出
版
さ
せ
て
い

る
o

吋
円

-Hι
・
O
W
C
Cロ
ロ

c
p
吋
甘
叩
吋
唱

c
c
g出
切
開

mr
〉
口
白
色

OBM『

F
5
5
3刊
の
区
伊
豆
-
H由明白・

(凶

)

A
氏
の
三
男
(
福
井
)
と
義
妹
(
西
)
の
話
。

(口
)
T
-
Y
氏
と
S

・0
氏
の
話
。

(日
)

H

・T
氏
ら
多
く
の
住
民
の
話
。

(
印
)
文
部
省
宗
務
課
『
前
掲
書
』
二
三
頁
。

(
却
)
以
下
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
関
す
る
数
字
は
竜
神
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
受
洗
者
名
簿
に
よ
る
。

(
幻
)
現
住
地
区
民
の
う
ち
昭
和
二
七
年
ま
で
の
一
六
才
以
上
で
、
洗
礼
を
受
け
た
者
は
地
区
で
五
六
名
に
す
ぎ
な
い
。

(
辺
)
道
路
の
他
に
も
文
化
施
設
が
切
望
さ
れ
て
お
り
、
当
時
こ
の
地
方
で
最
大
の
運
動
場
が
教
会
に
付
設
さ
れ
長
い
間
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
地
と
な
っ
て

い
た

(
幻
)
小
柳
瀬
十
世
帯
中
八
世
帯
は
K
系
統
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
受
洗
者
が
い
る
の
は
三
世
帯
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
小
柳
瀬
か
ら
日
浦
に
移
っ
た
G

-
K
の
家
族
は
全
員
、
ま
た
下
原
に
移
っ
た
T
-
K
の
家
族
は
一
部
が
受
洗
し
て
い
る
。

(
斜
)
注
(
お
)
の
小
柳
瀬
の
三
世
帯
の
う
ち
、
一
世
帯
は
特
に
裕
福
な
世
帯
で
あ
る
。



(
お
)
文
部
省
宗
務
課
「
前
掲
書
』
一
一
一
一
一
頁
。

〔
付
記
〕
こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
F
-
K
・
フ
リ
ン
神
父
を
は
じ
め
と
す
る
竜
神
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
お
よ
び
信
者
の
方
々
、
村
役
場
の
方
々
に
、
筆
に

尽
せ
ぬ
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

(
三
重
大
学
講
師
)

山村におけるキリスト教の受容123 




